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1.緒 Fコ

-･般電動ノ｣応川装iL■1には,′竜磁接触描,j｣-Ⅷ淵,磁景

増幅器,電磁制動機などの制御昭一ハが付随しておf),こ

JLF)の制御器ユtの動作の良作か電動け眈誹ほ錯l㌣打体の叶

能を左右すると考えられる.

電動力応川装択の無恥放三塁怯は.制御器1~~らの俳､〕三を要

領よく重点的に行うことにより速成しうると考えられる

ので,その方法を の考参ご 一端に供する次

磁接触器

である

電磁接触箸別ま定格電流の数倍の電流を高ひん度で開閉

する用途に使われ,電動力ほり‖装~超の制御

なすものである｡

共の中核を

弟1囲および弟2国はその~制御盤の･倒である._.

2.】構 造

電磁接触箸別ま電磁石部分と接触二錯l;分で構成されてお

り,その構造ほ弟3囲および第4図に′J七されているり

電磁石部分は残留磁気の防止および交流の騒廿発生l坊

山に留ぶし,接触子部分ほ投入時の躍動防止および磁気

吹消装置に留意して!托別の;設計がなさjLており,JEM直

流電磁接触都鳥よぴJEM交流雷磁接触帯の規硲に十分

合格する長寿命の構造である.

急に図5弟 Jを,第l表に碇磁接触揖

の機構邦の定数をホす､

2.2 接触器の事故

接触器を便川中に発†巨する.手ゴもなる･ji二はは次のとおり

である｡

2.2.】接触子の異常消寿毛

負荷,周囲ガス,タ冬物介れ 接触圧ノ｣または復帖｣巨

力,接触二√の躍動などの変化(こより発

傑作線輪の過電虹据作ほ接触イ･の躍動を

する功:放で,

し,不足電

比操作は不完仝接伽主上る異常消耗を隼イるが,通常

ほ50万い｣程度の開閉掛佃こl耐えるものである..､

*
□立製作再訂]立⊥場

弟11刻 宙流電磁接触器の配置された制御盤

第2図 女流電磁接触器の配拝された制御盤

2.2.2 接触子の過熱または享妾触不良

開閉ひん度がきわめて少なく長期辿統i由電する鏑接

触羊ほ酸化のため過熱の傾向が應る= また0.1A以~卜

の′ト音流を通す補助接触子はほこりの付 またほ接点
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表面の酸化物を除去する｡

接触の深さを第1表の数字に
保ち,かつは触面のゴミおよ
び酸化物を除去する｡

浮
品
短
の
損
の

壁
破
輪
隔
つ
線

梅園の絶縁抵
抗低卜

5.柚 工芸部 分 動作不円滑

動作叶･｢り滑6巳 鉄心射机再
開離不能

各 締 付 削

8:操 作 板 輪

動rl三不円滑

直
る
処

を
え
べ
り
語
調

が
り
も

上
坂
を

し,か

｡吹消
直するで〕
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カ類油

操作電圧が 十10%

-15%
ことを確認する｡

以内である

黒化のた軌に銀接触予であっても接触イミ良を二i二ずるこ

とかあるり

:盲二接触イ▲で111数いl†以l二の開閉をするものは電弧に

より常に新しい接触佃になっているので過熱事故ほ起

らないJ

2.2.3 L電弧による隔壁の焼損

隔壁がうき上った場合または吹消線輪融.絡などの/こ

め焼損事故を′ すことがある｡

2.2.4 鉄心の接着

鉄心のほ詔･柚こ洲′l三のゴミか付帯寸亮と,j■刺′周紬愉

を消磁Lたとき,叶勤鉄心が開離困鮒こなるu



第6岡 j敵対捌椚㍍巨_-ビク′しの -▲例

註
ケ
輿
姫
皿
照
一
ヒ
=
音
義
扁
転

甜
…
棚

∬

`在フ t勺′ノ
昂′ノ 牙7 7:･｢

同声㍑か車ド∴

第7図 セレン軽統語昔の同州

限度によるn荷滅′レキ

また軸受郡の悸擦が大なるときも同種の現象にな

るL_､

2.3 保 守

磁接触郡の保守は冊御髄詔のすえ付場所,俳l羽ひん

度, 安度によっで考えられるべきものであるが,追加

1筒月,最長6筒月町穐開の周期で必ず実施Lなけかば

ならない= 弟2表に保守項=の内容をホす.､

3.磁気増幅器とその付属品

磁気増幅都とその付属品はすべて械械的また皿満技師

損耗～■那分のない静止端兎ので,保守の労がほとんどない

のが特長であるが次の乱･∴(を特に留意すればよい√

第6図ほ磁気増帖都鳥よびその付叔誹1を収容した胴掛

キユーピクルである...

3.1磁気増幅器

端け絶縁物の衣両忙付〃したゴミを時々除｣ミする捏度

でよい.

3.2 セレン整流器

整流体温度が700Cをこえると劣化か普Lくなるので,

謂雄一亡場所の通風を考えねほならない.第7図にほ35CC

の周囲職.度に対する標準(100%)打荷が右耶仰11l.度の仁封

によ/)ていかに 滅されなければなド)ないかを′ふしてふ

第8図は周川湿度35〇Cで棋準川力で仙川しL場合の

経隼変化(=り｣電圧の低卜)の一一例である.､

また高払込の場所やイ】▲告なガスの発坐する場所で♂)似=

は劣化を早める｡酸アルカリなどほもちろん,用に水銀

蒸気は厳禁である｡これら有害ガス対策としてほ仙人式

にするのがよい1

セレン.整流器を数箇月開通 せずに~■†翫毎度の場所に叔

置すると逆流の増加現象が叔られるので,これの回復せ

d.⊥
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1′

′〃

(
㌔
〕
卜
撃
G
H
脚
ド
Ⅵ

1543

制研】需= ハ=の･作∴寸

■ヽ

遁朽重荷叫牒=ガ

｣媚
第8岡 セレン酎■鋸猥の経年

変化(問州温度35CjC)

.了1■るため悼J口開始の際には50㌔電丑から徐々に(1時間
くらい)100焉電拝にすることが望ましいく-∴隠電圧を加え

た場合パテッという-~廿を伴うスパークが整流板而に発′巨

し黒いはん点が残る_.このパンク現象は整流板の弱い堰

牌■吊分の破壊でただちに絶練牲が回復するゆえ整流機能

を失わないが,程度がひどくなれば整流才子効面積減少に

作う過熱事故に発展するかじー〕,その前にセレン整流器を

収i)換えなけ山鳥汗こレない

3.3 コンデンサ

慢気垢価潮紳1路にはM.壬】.コンデンサまたは無恥性

析コンデンサが依=されるが,まれに有職冊電僻コン ノ

ンサも川いられるい この場合保守~交換の際,端二rの柏州三

に汗点する必要がある(1王極鵜√に赤色ペイント碑仰.′

仙川一新側においての保ノ､■jり創lは次の2点であ7)うー,

3.3.1絶縁抵抗試験

端子と外相間の絶縁択拭はDC50〇Ⅴ絶緑択胡詔で

測定Lて1M甘以上あれは1い

3.3.2 耐電圧 験

端1間耐′-闘王は過､【1な保.i~勘牲胱な通し､てIl■二摘己沸鹸1E

ノー一上伸二流他州′i二E=二の】20篭)を5分‖叩j加し,端イ･と外

箱聞は交流1,000Vl分≠~=こ耐えれはよい._､

なお,磁気増幅瑠明･国政ほ付属しけ1(鵬拭,コンデンサ,

セレン･酎充渚昔など〕の･｣i▲故のためがほとんどであるかF),

保′､1:の市∴】､-二かこれら付属.†‖-1に向(十なけカ=･どなド)ない

4.抵抗器および界磁調整器

4.1鋳鉄製グリッド抵抗器

グリいノド要素を鯨プ人巾二j.1て17∠｢の耕油t紬こして大電流

j】ルニ使われる.,

長隼1jの仲川に対して,ダリ､ソド端二J二i部分の締付部の

過熱またほクレーンの振動によるグリッドのきれつの進

子｣二などが発rI三するが,前者ほ締付部分の変色によf).後

者は使川中のスパーク発′巨により容易に発見できる._:

通電サイクルを練り返すと締付ボルトがゆるむことが

あるかF)､時々締ガ)伯■Lをするほうがよい.
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ム2 エレメント抵抗器

エレメント抵銃器ほ′｣､電流川で,中程｢声二以下の糾滋調

整器および磁気上別離紺`巨射.占として広lく似1-tほれるし=ノ

長年月の使用に際L端一子部分の過熱事故が発f巨するの

でこの点の注意を要するが,隼割こ重要な用途の場合ほ端

子部分に銀ロー付作業を行うとよいし÷ またきわめてまれ

であるが腐食性ガスによる心緑腐食現象もあるからこの

ような場合ほすÅやかに耐金作処f唱を施さなければなら

ない｡

第9,10図にこれらの構造を′Jミすr1

4.3 界磁調整器

手動界磁調整器および電動操作界磁調整器の構造ほ第

11図および第12図に示されている｡

手動界磁調整器ほエレメント抵抗体の端子部分の過熱

と,探触子部分が保守の重点である.抵抗配列が適当で

ないときほ,火花により接触丁ピースの損傷をきたすこ

とがあるが,接触子の移動ひん度がきわめて少ないとき

ほ数箇月に1川ノップをまわして接触子と接触予ピース

閃の酸化物を除去する必要がある.= これを放一躍すれば異

常消耗を′i三ずる.-､

まれではあるれ 軸受部分がかじることがあるので若

｢の 抽も必要であるり

電動操作抑敵調整照ほ滝動機ハ刷千鳥倹.軸虔烏豆び

第9図 鋳鉄製 ソ

136

器杭離lソ

第10囲 エ レ メ
ソト 抵抗器

ギヤ の扮

ソ
.
†
｣

†山留を し′なけわ･ほならない√二.制動口和こ油

ほ禁物でぁる.制動靴の摩耗を放閏すれば制動力が不十

分になr)制御系に擾乱を与えるから,倒三-Eがはなほだし

いときは取り侍えなければならない｡電動機を運転して

停止させたとき惰性で3ノッチ以上移動するのは明らか

に制動力が不屈である(-.

5･液体制御器およびグリッド併用式制御器

5･l液体制御羅

液体制御器は誘導竃動機 動用またはすべり調整用に

使用され,通常液体抵抗器と切啓開閉器で構成されるり

特別な場合,油圧接作機構や電漸液の水冷またほ風冷装

置が組み合わせら′江る√〕

舞13図から舞】る囲までそれらの構造をホLている.､_､.

液体祇抗紬こ入れる電解液とLては熱陽に約言占炭酸ソ

ーダりIS-K8624,1扱品,Na2CO3-10H20)を溶解し

たものを舞3表のプ閉†≒で清水を入れて濃度調整して使用

須11ド P形手動川摘翫甘整器(背面)

第12同 M形電動操作界磁調整器
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弟15図 切 換 F~昭1刊+侶

時制
調整弁 汗iLl】口 操作作劇蘭

コノクC 重りW

㌫16Lズl油JL二 操 作 機 隅

フ ィ ンカー

セグメン

ト

する｡.第17図は電解腋膿塵と底抗の関係をホしている｡

跡換開閉錯および仙拝操作機構に入れる油は3弓▲絶縁

油相当誹一以上のものを川いる二.Ⅲり]~ミ操作機購の全動作時

間を加日成する際ほ時間調整弁を,動作時間に対する前半

と後半のストローク変化量を変える場合ほコックCをお

のおの調整しノてfl荷に適した起動時間特性せ持たせるこ

とができる

器 の 標 準 表

S二!-S盲
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勤
動
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1,000!`-㍍ 動 水 冷 形

1,700 反動水冷電解液循環形
350 電動自冷形防爆形
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第4表 液体制御器の保守項目
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第18図 主 幹 制 御 器

‰
ヵ
ム
ス
イ
ッ
チ

これら液体制御器の保√1:ミミその使用ひん隠きうよ一 畳

度によって3箇月ないし1同軍の範囲内で実籠ニ.-さ~｣るこ

とが望ましい｡舞4表にその保守項目を示す-

5.2 グリッド併用式制御器

主幹制御器,手動制御器,電動制御器の購三三.三そてtぞ

れ第18固から策20図に示してある

これらの保守は接触部分,軸受部分,電動す裏作ぎ二分に

ついて,いままで述べた要衝によって実施す.で′_､ざよい｡

る.直流電磁ブレーキ

直流電磁ブレーキの構造は第21図およごご第22扇こ示

すように,主要部分は電磁石,アーマチュア,※∴∴

シュー,制動倫およびベースなどよ県なり,旬屈ノネの

張力によって制動作用を行うものでぁる二

常時点検すべき筒所としてこ三

(1)制動時には指針@とギ守ッフカバー(亘-みぺヨが

外 観

第19匡1堅 =形

外 観

第20図

r勺 fL;

動 ■制刺 語詩

封 :制 御 至言

翫御回路
閂｢7イ ン

カ､

制御回路
弔セグメ
ン ｢

三回路用
`二 ∴=ソ

フタタ



第21図 面流電磁ブレーキの外観

一致しているかどうか

行部の潤滑油が十分であるかどうか

各軸のロックネジがゆるんでいないかどうか

手動ゆるめ 置が,電磁石の動作を妨げぬよう

に,手動ゆるめナヅ1､④を十分ゆるめてあるか

どうか

電磁石の端子の接続が良好であるかどうか

ユーが制動輸に接触していないかど

うか

7)ライニングが摩耗しすぎていないかどうか(初

めの厚さの抜になったならば新しいものと交換

のこと)

(､8) ライニングの 面に油がもれていないかどうか

(油が付着すると制動いレクが′J､さくなり,制

動動作が不確実になる)

必要に応じて調整すべき箇所としてほ

(1)シューが摩耗してアーマチュアのストロークが

大きくなった場合にほ,制動の状態でロッド(珍

を回し,指針鱒･とギャップカバー(可の端面を一

させること

::2､J左右のシューの摩耗亦不均等で,制動輪とのギ

ャップが不同になった場(ナi･こは,スト､リブボル

ト争および@を調嗜すること

(3)･制動いレクを加減したい場′含にほ,制動バネ調

整ボルト④を調整のこと,ただし規定圧縮量以

上には圧縮せぬこと

7.緯 言

以上,現弟三の電動力応十1捕り御装置iこ用いられている各

唖の制御器其のうち,汲も代

よび交流

的なものとして,直流お

磁接触器,磁気増幅器とその付属品,金属抵

祝器および界磁調整器,液体抵抗器およびグリッド併用

式制御器,直流電磁ブレーキのおのおのについて保守点

検の要衝を記述した｡
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謁卜衛仁器具の保守
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第22図 直流電磁ブ

すもギヤッケ調整ロ

亘
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㊥
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1｢

ス
ピ
べ
ビ
ス

Jト
ツ

動 輪
こ/

ニ ン ク'

トレボブツ

ソ

ス

の構造

制御器具としてほ,このほかに各種制御継電器,電磁

石,制御用小形開閉器,制御用小形変圧器,リアクレレ

等々, の様多種多 あが品 るが,これらを限られた紙数

内に説明しつくすことは不=J▲能であって,かつ上記の代

製品に関する説明から.これらの制御器具の保守点検

の要点は容易に

した｡

れ山ご推

なおまた,歩き坑月j

るものと考えて,すべて割愛

彪制御機器は,高温高湿の

周囲環境のもとでかつ電ノ]条件の想い状態で,きわめて

きびしい 転を強一制される点で,ほかの一般産業におけ

るものとほおのずから異なった附〕二を要求きれるのであ

るが,これに関してほ別の機会に譲る｡

使用者が制御機署の陳守を完全に実施されることは,

もちろん電気設備全体のIり滑,合理的な 可欠の

条件であるが,製作者としても,きびしい用途に長期間使

用されても,できるだけ保守の労少なくして十分その目

的を来すことのできる製品を供齢するべく,1ヨ夜努力を

払っており,その成果は着々実現されていることを報告

して本稿を結ぶことにするし.
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